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Setagaya City Higashi Tamagawa Elementary School ２０１３

【教職員のモチベーション】

【学校関係者評価と教員の参画】

本校の学校関係者評価委員会は、学識経験者（大学教授・元校
長）、地域住民、保護者で構成し、委員長は豊福先生にお願いして
います。事務局は、本校の主幹教諭、主任教諭が中心になってい
ます。校長は、委員でも、事務局でもない。

校内の自己評価、各種調査も、学校関係者評価委員会に資料と
して提出し、学校関係者評価委員会からは不明な点や、追加質問
が必要な時には、追加調査も行う。

【教員のモチベーションには形成的な評価】

自己肯定感、自己有用感、が大切なことは教員も同じ。自分たち
のやってきたことは意味があって、ここをこう改善するともっとよくな
る。というような最近接領域で改善策を提示できると改善はスムー
ズにすすむ。
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【具体的な改善例：校務分掌組織・主幹教諭会からの提案】
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【具体的な改善例：施設改善】
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【具体的な学校関係者評価】



Setagaya City Higashi Tamagawa Elementary School ２０１３

【具体的な学校関係者評価】



 「ひがたま」では、「自分を大切に ひとを大切に」する子どもを育てたい。 

平成２５年度 「ひがたま」の教育（保護者会用） 

平成２５年度    和みの学び舎 世田谷区立東玉川小学校 

楽しくわかりやすい授業

を展開する。 

自己を敬愛し、相手を思

いやる児童を育成する。 

心身の健康の保持増進に

努める児童を育成する。 

・児童理解、教材研究、授業

デザインの重視 

・教員が主体的に取り組む授

業研究 

 

・ICTを利活用した授業 

・繰り返し学習する内容 

・発展的に学習する内容 

・OJT 等 

 

・「人格の完成をめざして」 

・家庭、地域の協力を得て道

徳的な実践力を高める 

・あいさつ運動 

・特別活動の取組 

・SST 

・計画的教育相談 

・エコ活動への取組 等 

 

・体育的な環境の整備 

・外遊びの奨励 

・体育的な集会活動の充実 

・読書タイムや読み聞かせの

充実 

・食育の取組 

・特別支援教育の正しい理解 

 と取組 等 

 

 本年度は、より具体的で、子どもたちにも分かりやすく、 

  

        ・自分を大切に       ・ひとを大切に 

 

 を、本校のキーワードとし、ひとつの言動、価値判断が「自分を大切に」しているかどうか。「ひとを

大切に」しているかどうかを考え、日々の学習や生活の中で実践できる子どもを育てていきます。 

 「自分を大切に」することは、自分勝手やわがままを押し通すことは違います。「ひとを大切に」する

ことは、誰かの言いなりになることではありません。教科や領域の学習においても、ただ知識の量を増や

すのではなく、学び合い、高め合うためにはこれらを「大切に」しなくてはなりません。また「笑顔・あ

いさつ・よい返事」につきましては、大切にしていることを伝え合うためにも、本年度も継続して指導し

てまいります。 

 各ご家庭、地域の中でも「（それは）本当に自分を大切にしていることですか。」「（それは）ひとを

大切にしていることですか。」機会あるごとに子どもに問うていただければと思います。 

 本年度は、和みの学び舎として、「世田谷区教育委員会 世田谷区教育ビジョン推進研究開発校～教育

の情報化～」の発表会を平成２５年１１月に実施する予定です。それに伴い、大型モニタ、実物投影機、

デジタル教科書、電子黒板等の利活用に加えて、本区では初となる、タブレット型PCの導入や校内のWIFI

（無線LAN）接続等ハード面での更なる充実も図ってまいります。 

 さらに、第２期体育館改修工事（パイプいす格納スペース改良等）、校庭の防災・安全対策工事（マン

ホールトイレの設置等）により、安全で安心できる学校をつくってまいります。（水道管直結工事は、来

年度に延期になりました。）  

そのために、私たちは、本年度、次のことを重点にして教育活動にあたります。 

取組の成果については、学校関係者評価も活用して検証、改善してまいります。 

そのために、私たちは、次のことに取り組みます。 


